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論文内容の要旨 
【はじめに】 
急性喉頭蓋炎は急速に気道閉塞を引き起こし、適切に対処しなければ死に至る可能性がある緊
急性の高い感染症である。来院時に呼吸困難がある症例では気道確保を迅速かつ的確に行う必要
があることは言うまでもないが、喉頭蓋や披裂部などの腫脹はみられるものの呼吸困難を生じて
いない症例に対して、気道を確保すべきか日常臨床の場で悩むことが多い。今回当科において入
院加療を行った症例で、その臨床像を後方視的に解析するとともに、喉頭蓋と披裂部の腫脹に注
目して急性喉頭蓋炎を評価する重症度スコアを作成して、呼吸困難を来した症例や気道確保を要
した症例と重症度スコアとの関連性を調査した。また、気道確保を施行した症例と施行しなかっ
た症例との間の臨床的な差異についても検討した。 
【対象と方法】 
1998 年 1 月から 2014 年 12 月までの 17 年間に埼玉医科大学総合医療センター耳鼻咽喉科にお
いて入院加療を行った急性喉頭蓋炎 285 例を対象とし、①疫学的検討（年齢および性別、発症時
期、初診時の症状、基礎疾患、喫煙歴、喉頭蓋嚢胞と急性喉頭蓋炎の既往の有無、気道確保の有
無、咽頭痛出現から当科受診までの日数と気道確保との関連）、②重症度スコアによる臨床的検討
（喉頭蓋と披裂部の腫脹の程度によって、急性喉頭蓋炎の重症度を 1 点から 5 点まで 5 段階で評
価し、呼吸困難や気道確保の有無と重症度スコアとの関連について検討）、③気道確保症例と非確
保症例との比較検討（気道確保症例（A 群；27 例）と非確保症例（B 群；258 例）との間で、重
症度スコア、年齢、咽頭痛出現から当科初診までの日数、初診時の血清 CRP 値、初診時の白血球
数、初診時の体温、在院日数についての比較検討）を行った。  
【結果】 
咽頭痛は全例にみられ、呼吸困難感を訴えた症例は 62 例（21.8％）であったが、高度な呼吸困
難症状を呈した症例は 17 例（6.0％）であった。気道確保は 27 例（9.5％）で施行されたが、こ
のうち 15 例は咽頭痛出現から当科受診までの日数が 1 日未満の症例であり、咽頭痛出現から来院
までの期間が短いほど気道確保を要する症例が多かった。 
また、重症度スコアは，1 点が 78 例（27.4％）、2 点が 107 例（37.5％）、3 点が 45 例（15.8％）、
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4 点が 35 例（12.3％）、5 点が 20 例（7.0％）であった。呼吸困難感を自覚症状として訴えた症例
は 1 点から 5 点まで分布していたが、客観的な所見を伴う高度呼吸困難症例は重症度スコアが 1
点～3 点の症例ではみられず、4 点では 35 例中 3 例で、5 点では 20 例中 14 例でみられ。また、
重症度スコアが 1～3点の症例では全例気道確保を必要としなかったが、4点では 35例中 7例で、
5 点では 20 例全例で気道確保が行われていた。 
A 群（27 例）と B 群（258 例）との間で有意差がなかったのは、年齢、初診時の血清 CRP 値
の 2 項目であり、A 群は B 群と比較して重症度スコア、初診時の白血球数、初診時の体温、在院
日数が有意に高値を示し、咽頭痛出現から当科初診までの日数は有意に短かった。 
【考察】 
呼吸困難感を訴えた症例と高度な呼吸困難症状を呈した症例数には差があり、これは呼吸困難
感に漫然とした呼吸困難に対する不安感や過呼吸など客観的な気道狭窄所見がないものが含まれ
ているためであり、自覚症状のみで気道確保の適応を決めるべきではないことが示されている。
また、咽頭痛出現から当科受診までの日数が 1 日未満の症例で気道確保症例が多いのは劇症型の
急性喉頭蓋炎が含まれているためと考えられる。 
客観的な所見を伴う高度呼吸困難症例は重症度スコアが 4、5 点の症例のみでみられ、重症度ス
コアが気道確保を行うよい指標と考えられた。また、重症度スコアが 1～3 点で気道確保を必要と
せず、4、5 点で気道確保が行われていた点から喉頭蓋の腫脹だけでなく、披裂部の腫脹を生じる
ことが気道確保の重要な要素と考えられた。 
A 群と B 群との比較検討の結果、A 群で咽頭痛出現から当科初診までの日数が短かったのは劇
症型の喉頭蓋炎が含まれているためと考えられる。また、白血球数、体温は重症度を計るよい指
標と考えられるが、反応の遅い血清 CRP 値は重症度の指標には適さないと考える。 
【まとめ】 
他覚的に高度呼吸困難症状を認めた症例および気道確保を要した症例はすべて重症度スコアが 4
点以上であり、重症度スコアは気道確保の適応を決定する上で有用と思われた。また、気道確保
群は非確保群と比較して白血球数と体温が有意に高値で、咽頭痛出現から初診までの日数が有意
に短かったが、血清 CRP は両群間に差がないことが示された。 
  
 
